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タイムラインを用いた流域連携について

令和3年9月に改訂された国土交通省防災業務計画にもとづき、昨年度までに試行として提供した
「久慈川・那珂川流域タイムラインは、河川における洪水対応の骨子として位置づけられます。（本格
運用）

このタイムラインは、自治体様のもつ地域防災計画に対応する「市町村タイムライン」や自治会単位
の「コミュニティタイムライン」、「マイ・タイムライン」などと相互に連携するものであり、齟齬が生じない
よう調整する必要があります。（次ページ以降を参照下さい）

今年度は、タイムライン連携のための記載内容の確認や、それぞれのタイムラインを作成する支援
を重点的に実施いたします。

• 連携例
– 流域タイムライン⇒市町村タイムライン

• 情報伝達タイミングやホットラインのスキーム

– 市町村タイムライン⇒流域タイムライン
• 住民避難に関するリードタイムの要件の明確化など
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タイムラインに関する取組方針

常陸河川国道事務所においては今年度、以下の内容について重
点的に取り組みます

• 流域タイムライン
– 令和7年度からは本運用として位置づける

• 市町村タイムライン
– 市町村様における、洪水対応タイムラインの作成を支援します。

• コミュニティタイムライン（含、要支援者施設タイムライン等）
– 作成の要否、内容等についての相談を受けます。

• マイ・タイムライン
– マイタイムラインリーダー講習会の開催頻度を増やします。
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